
入札参加者指名選考過程等一覧表 

 

１　指名選考委員会開催年月日 

　　令和７年(2025年)５月28日（水） 

 

２　指名選考委員会開催場所 

    北海道立近代美術館　３階会議室 

 

３　委員の出席状況                          　　　

委員長 副館長 菅野　泰之  出席 ・ 欠席  

委　員 学芸副館長 村山　史歩  出席 ・ 欠席  

委　員 学芸部長兼学芸統括官 佐藤　由美加  出席 ・ 欠席  

委　員 総務企画課長 青山　努　  出席 ・ 欠席

 

 

４　説明員等の状況                    

 説 明 員 総務企画部長 熊澤　栄司  

   〃 補助 主事 妻沼　泰輝

 

書　　記 総務企画課長 青山　努　

                                      

 

５　指名選考過程等 

番 　契約の名称 契約の  指名選考基準 指名候 議決の状況 指名  摘要

号 種類  Ａ  Ｂ  Ｃ 補者数 者数

１ 野外彫刻の修復(伊藤隆道 物品の  １   １  全会一致  １

「回転螺旋・１月」) 修繕

 ＜指名選考基準＞ 

　Ａ　 

　・美術作品の修復について、単に見積価格が安価な業者へ依頼することは、道民

　　の貴重な財産を傷つけられかねないリスクを負うこととなるため、慎重に行う

　　必要がある。 

　　特に、今回は作品本体を修復することとなるため、著作権者の意向を十分に確

 　　認する必要がある。

　・東興株式会社(前身のAIM株式会社含む)は、これまでも本作品の修復を複数回

　　行ってきた実績があり、作品概要と状態を熟知しているため、本作品の作家本

 　　人も東興株式会社を推薦している。

　　また、当該業者は本作品以外でも、ステンレス鋼による立体作品の修復におい

　　て多数の実績があることに加えて、金属加工作品の中でも可動する作品の修復



　　に関して特に高い技術を有しており、直近では令和６年に当館所蔵の可動する

　　野外彫刻作品の修復(メンテナンス等)を行っているため、十分に信頼できる業

 　　者である。

　・これらのことを踏まえ、東興株式会社が本業務について、履行可能な唯一の業

　　者であると判断し、選定するものである。

 


